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ごあいさつ       院長 貝嶋 光信 

 残暑お見舞い申し上げます。北海道というのに今年は暑い日が続きますね。 
それでも北海道はまだ良い方で、関東、関西の暑さは、これはもはや「亜熱帯」 
化していると言わざるを得ませんね。ゲリラ豪雨とは熱帯とスコールに相当し、 
雨期に川が氾濫して、乾期に砂漠化する気象に近いものがあります。気候が完全 
に変化して来ていますね。この暑さは「千年猛暑」と呼ぶそうです。 
 千年前（平安時代末期）の日本は大変暑かったらしく、受け売りですが源氏物語の光源氏は
マラリア（熱帯の伝染病ですよね）で亡くなったことになっているそうです。皆様くれぐれも
お体を大切に！特に熱中症には気をつけて、こまめな水分補給を心掛けて下さい。
（2013/8/13記） 

① 

信頼と誇りと 恵み野病院だより 

2013年8月29日 第22号 

特定疾患医療受給者証の更新手続き 忘れていませんか？ 
 特定疾患医療受給者証の更新手続は7月から9月30日（月）までに病院で作成する 
「臨床調査個人票」とその他必要な書類を一緒に管轄の保健所に提出する事になります。 
９月末までに更新手続が終了していない場合は｢新規申請の取扱い｣となり、 
手続き上、ご面倒をお掛けする事になりますので、お早めの手続をお願い致します。 

中庭のご案内 
病院の中庭を開放しております。 
時間： 10:00～16:00 ※悪天候時は中止することがあります 

7月2日撮影 
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恵み野病院脳神経外科紹介 脳神経外科部長 福田 博 

＜部門紹介＞ 
 脳梗塞・脳出血・クモ膜下出血などの脳卒中診療を中心としますが、その他頭部外傷・脳腫
瘍・脊髄・正常圧水頭症・てんかん・髄膜脳炎・ギランバレ症候群・認知症・意識障害・めま
い・パーキンソン病など様々な病気の診療を行っています。また、脳神経外科では救急の占め
る割合が高く、病院全体の救急車搬送の4割弱を占めています。 
 
＜医師紹介＞ 
貝嶋光信（院長）； 脳神経外科専門医 第12回日本正常圧水頭症研究会会長 
福田博（脳神経外科部長）；脳神経外科専門医 てんかん学会専門医 
山本和秀（脳神経外科部長）；脳神経外科専門医   
内田和希（非常勤脳神経外科医師）；脳神経外科専門医 血管内手術専門医  
 
＜活動実績＞ 
雑誌 “北海道の病院(2013年)”手術ランキングによれば、脳梗塞の症例数は恵み野病院は 
北海道で36位 クモ膜下出血手術数は17位となっており、200床規模の中堅病院としては 
健闘しています。 
 
年間外来患者数： 新患；400人前後 再診；12000人前後  
年間入院患者数： 350人前後 
  ＜内訳＞脳血管障害、頭部外傷、脳腫瘍、正常圧水頭症、てんかん、脊髄疾患等 
 
救急搬送患者数： （病院全体；1367  脳神経外科；442） 
手術数    ： 年間100～120例前後  2012年度；108例 
  ＜内訳＞脳動脈瘤クリッピング術、開頭脳内血腫除去術、頸動脈血栓内膜剥離術、 
  水頭症シャント術、慢性硬膜下血腫、急性硬膜下血腫、内外減圧術、脳腫瘍摘出術、 
  脳膿瘍、顔面痙攣、三叉神経痛、頚椎前方固定術、頸部脊柱管拡大術、 
  腰椎脊柱管拡大術、てんかん手術（側頭葉てんかん、迷走神経刺激装置植え込み術）等 
 
＜恵み野病院脳外科の特色＞ 
脳神経外科の一般的な疾病を幅広く診療していますが、その他に特発性正常圧水頭症手術、 
てんかんの手術を行っているのが当院脳神経外科の特色です。 
 
＃特発性正常圧水頭症（iNPH）： 
 歩行障害・認知症・尿失禁などの症状をきたす高齢者に多い病気です。脳室内の脳脊髄液を
腹腔へ流す細いチューブを植え込む小手術で症状が改善します。診断されず見逃されている場
合が多い病気です。貝嶋院長が講演会・インターネット等で啓蒙しており、北海道では当院が
一番多く手術を行っています。 
 
＃てんかん手術： 
 てんかんの治療は内服薬が基本ですが、数種類の薬を飲んでも発作が止まらない難治性の患
者さんがいます。この内手術で改善する患者さんが約半数います。福田がてんかん専門医を取
得し、当院でも難治性てんかんの手術が行われています。2012年度は2例行われました。“側
頭葉てんかん”と“迷走神経刺激装置植え込み術”でした。 
 迷走神経刺激術は欧米に10年遅れてようやく日本で一昨年認可されたもので、開頭手術が
不可能な時に行われます。心臓ペースメーカーに似た小さな刺激装置を左胸部に植え込み、刺
激電極を左頚部の迷走神経に巻きつけ弱い電気刺激をするものです。 
 平成25年7月から“てんかん専門外来”が木曜午後に開設されています。 
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納涼盆踊りを開催しました    
 8月8日に北晨会納涼盆踊りを開催しました。多くの方々のご参加ありがとうございました。 

平成20年7月1日より、当院の病院建物内および駐車場、通路を含む 

敷地内での喫煙は禁止となっております｡皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
 

病院敷地内禁煙のお知らせ 

③ 
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お医者さんによる地域の健康講座  地域医療連携室 松井 

 8月12日(月)大町憩いの家で、お医者さんによる地域の健康講座として、 
当院 循環器内科の下岡良典先生が、講演をしました。内容は、「心臓病と狭心症について」
で、講演のあとの質問コーナーでは、予定時間をこえる質問がよせられ、ユーモアを交えた
先生の回答で有意義な時間となりました。 
 当日は、40名の参加があり、包括支援センターの担当者に聞くといつもよりもかなり多い
参加者で健康への意識は高いものと感じました。 
 たよれーるみなみ は、恵庭市にある地域包括支援センターの1つで、 
今後、たよれーるきた・たよれーるひがしでも開催の予定です。 
また、今後も地域の健康増進に寄与できるよう継続的に実施していく予定です。 
                           


